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2026年度 EDGE+Rプログラム 

レギュラーコース 
【募集要項】 

 
 
EDGE+Rでは 2026 年度レギュラーコースの受講生を募集します。所属学部・研究科・学年は問

いません。解決したい課題や取り組みたいことがあるけれど、そのアイデア創出方法を知りたい方
や起業を目指す方、なにより、ものごとを「自分ごと」として捉え、本プログラムを優先して最後
までやり遂げられる方を求めます。 
チーム活動は本学の研究技術シーズを題材にアイデア創出を行います。本気で取り組みたい方の

ご応募をお待ちしています。 
 

1. レギュラーコース概要 

本コースは、学内の全学部/研究科の学生から幅広く多様な受講生を

集め、文理融合チームを作り、本学研究室の技術シーズ、連携企業ニー

ズ、社会的ニーズなどをもとに、課題抽出・課題形成・課題解決のサイ

クルを回す PBL型プログラムです。特徴としては‘多様性’と‘チーム’を

キーワードに、自主自律のチーム活動を通して、新たな価値創造の‘意

義’と‘プロセス’を体験する実践型学習です。 

具体的には、前半に体系化した 3 種類の「デザイン」をワークショ

ップ形式にて学びます（インプット）。3つのデザインに関わる手法を

学んだ後、後半はそのデザイン手法を基に、5名程度のチーム単位で本

学の研究技術シーズをテーマにビジネスプラン創出をめざすチーム活動（アウトプット）を行います。 

 

3種類の「デザイン」に関わる手法の紹介 

 

(1) デザイン思考 
スタンフォード大学発のイノベーションを生み出すためのアプローチ方法。ユーザー目線で課題解

決に向けたビジネスアイデアを構築する中で学ぶ。また、フィールドワークを通じて新たなビジネ

スアイデアの創出を行う。 

イノベーション 

アーキテクト 
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(2) トランジションデザイン 
カーネギーメロン大学発の新たなデザイン手法として注目されているアプローチ。人間や社会を中

心にデザインするのではなく、自然や生態系まで含めた「世界」をデザインの対象とし、歴史的に

形成されてきた世界の経緯を踏まえて、持続可能なあるべき世界を構築することを目指す。 

 

(3) システムデザイン 

デザイン思考とシステム思考を融合させたアプローチ法。対象をシステムとして捉え、その目的や

機能、手段を網羅的に抽出しながら、システムの構成要素とその関係性を可視化していくという技

術要素分解法の考え方を学び、新規事業や革新的な製品・サービスのコンセプト設計を一気通貫で

行うメソッドを学ぶ。 

 

   後期チーム活動について 

   後半のチーム活動は“選抜制”とし、本気で取り組みたい方のみ参加することができます。 

本学の保有する研究技術シーズをビジネスとして世に出す機会の創出も目的としているため、研究技術

シーズをテーマにチームでビジネスプランを立案します。春学期に学んだアイデア創出法を活かし、今まで

にない新しいアイデアやビジネスプランを考え、教員や先輩学生メンターからのメンタリングサポートを

受けながらアイデア創出を行います。学部や学年の異なる多様なチームメンバーと活動することで、刺激し

あい、牽引力や自己表現力、協調性などを学びこれまでにないモノ・コトを創造する楽しさを体験し、イノ

ベーティブなマインドを身につけていきます。与えられた環境で、ひとりひとりが課題を「自分ごと」とし

て捉えチーム活動に活かしていきましょう。 

この活動はあくまでもトレーニングです。課題設定に時間を取られることなく、アウトプットやそのプ

ロセスに時間を費やすため、事前にシーズを提供します。ここで得た学びをもって、修了後に自身の解決し

たい課題に取り組むことで、よりスムーズな事業プラン創出に役立ててください。 

 

「EDGE+Rダイジェスト動画」紹介 

 

その他、EDGE+Rプログラム 動画集はこちら 

EDGE+R Webサイト| https://www.ritsumei.ac.jp/ru_gr/edge/about/movie/ 

 

https://www.ritsumei.ac.jp/ru_gr/edge/about/movie/
https://www.youtube.com/watch?v=qSpf3coO76c
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2. レギュラーコース（対面）プログラム内容 

（１）活動期間 2026年 5月〜2026年 12月 

（２）活動拠点 大阪いばらきキャンパス（OIC）、びわこ・くさつキャンパス（BKC）、 

衣笠キャンパス（KIC）、朱雀キャンパス、オンライン（ZOOM等）ほか 

（３）対象・定員 立命館大学の全学部/全研究科の大学課程・大学院課程在学者 

30名程度 

（４）応募条件     事前に日程が確定しているプログラムを受講できる意欲の高い方 

最後までやり抜く強いコミットメントを持った方 

（５）プログラム詳細 

 
 
※日時や場所は変更になる可能性があります 
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3. その他留意事項 

・本プログラムは正課の授業ではない為、単位は認定されません。 

・本プログラム参加のための交通費は支給されません。(FWは一部負担あり) 

・休学者は応募できません。 

・後期チーム活動は、選抜制です。 

・連絡ツールは「Discord」です。 

 

4. レギュラーコース応募・選考について 

(1) 応募方法：下記 URLよりご応募ください（WEB申請） 
応募フォーム URL：

https://cw.ritsumei.ac.jp/campusweb/SVA20D0.html?key=SUR20260319115941801013161 

＊募集フォームはセキュリティーの関係上、30 分間操作されない場合、自動的に 

セッションがタイムアウトとなり、保存されていない内容は入力内容が削除されます。 

必ず、こまめに「一次保存ボタン」を押しながら回答してください。 

 

(2) 応募期間：2025年 4月 1日（水）10:00～ 2025年 4月 20日（月）23:59 

 

(3) 選考方法：「自己アピール動画」を作成の上、応募フォームからエントリー 
書類・動画選考により受講生を決定します。 

「自己アピール動画」のテーマ：（1分間以内） 

➀自己紹介、本プログラムに興味を持った理由・応募動機 

②EDGE+Rプログラムでのチーム活動において、どのように貢献できると考えているか 

        ＊動画の提出方法は、申請フォーム内に URLを貼り付けてください。 

              動画は、YouTube、One Driveなど形式は自由ですが、事務局が閲覧できるように設定して 

おいてください。 

応募フォームの内容と動画のアップロード方法（OneDrive）は下記に掲載しています 

           動画のない方、閲覧できない方は選考対象となりませんのでご了承ください。 

 

(4) 選考スケジュール 
4/1 （水）募集開始 

4/10（金）募集ガイダンス ※アーカイブ配信あり 

4/20（月）応募締切 

4/24（金）合否通知 （学内メールにお知らせします） 

＊不合格の理由は一切お答えできませんので、ご了承ください。 

https://cw.ritsumei.ac.jp/campusweb/SVA20D0.html?key=SUR20260319115941801013161
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5． 募集ガイダンスについて 
 4月 10（金）12:30～13:10に実施いたしました。 
 下記、アーカイブ動画を是非ご確認ください！ 
→アーカイブ動画はこちら 

 

6. 過年度プログラム受講生からのメッセージ 

■起業志望者はもちろん、「面白い人と繋がりたい」という人は、ぜひ EDGE＋R プログラムに参加してくださ

い。 ここでの一番の財産は、ノウハウ以上に「仲間」です。参加メンバーは視座が高く、学内外問わず多方

面で活躍している人ばかり。そんな彼らと過ごすことで、自分の中の「基準」が勝手に書き換わっていく体

験ができます。 もちろん、単位の出ない課外活動と学業の両立は簡単ではありません。でも、そんな苦労も

忘れるくらい、ここには面白く好奇心旺盛な仲間が集まっています。「モチベーションが続くか不安」なん

て悩みは、彼らに会えば吹き飛ぶはずです。 「今の大学生活じゃ物足りない」「もっと刺激的な仲間が欲し

い」。そう思っているあなたこそ、EDGEに来るべきです。EDGEは、そんなあなたを待っています。 

■EDGE+R は、単に知識やスキルを学ぶだけの場ではありません。答えのない社会課題に本気で向き合い、仲

間と悩み、議論しながら、自分たちなりの「解」を創り出していく。そんな熱く濃密な時間が待っています。 

講義で学ぶ新しい思考法（デザイン思考など）は、最初は難しく感じるかもしれません。正直に言うと、私自

身も「完璧に理解できているか」と問われれば、まだ自信はありません。それでも、使おうと何度もトライア

ンドエラーを重ねながらプロジェクトに取り組んでいく中で、これまでとはまったく違う景色が見えてきま

す。 「自分を変えたい」「何かに挑戦したい」と思っているなら、ぜひ一歩踏み出して、飛び込んでみてく

ださい。 

■私が、EDGEに参加した理由は、何がしたいけど何すればいいかわからないから、edge に入れば、何か見つ

かるかなと思ったからです。EDGE を終了した今では、自分が好きなことを、カッコ良い言い方をすれば、

仕事にできています。（まだまだこれからですが、。）EDGEを通して学んだ考え方や、人とのつながりが、

生かされて、参加して本当に良かったと思っています。はじめは、難しそうだし、自分には無理かなと思っ

ていましたが、なんとかなります。迷ったらぜひ参加してほしいです！！  

■1回生の視点で書きますが、最初は何も分からず、凄い人がたくさんいて圧倒されるかもしれませんが、1回

生こそ参加すべきプログラムだと思います。そこで出会う方々は今後の大学生活、人生に大きな影響を与え

ることでしょうし、1 回生からこのようなチーム活動、ビジネス案作りに取り組めるのはとても貴重だと思

います。僕も 4 月時点では凄い人見知りでしたけど、今ではそれなりにいろんなとこに顔出す人間になれて

るので。あと打ち上げは毎回できるだけ参加した方がいいと思います。 

■頑張りたい気持ちが強い学生に向いているプログラムだと思いました。考えたこともない「理想の社会」の

実現に向けてチームで協力して取り組むことは楽しくもありながら大変な部分も多かったです。周りの友達

やメンター、先生方からたくさん吸収できる部分が多いので、意識しながら取り組んでみるといいかも知れ

ません。 

https://ritsumei.ap.panopto.com/Panopto/Pages/Viewer.aspx?id=b887ef7d-7af9-471a-9c1c-b4280057ff9a
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■少しでも迷っているのなら取り組んでみるべきです。学年学部が異なる仲間とチームで活動する機会は滅多

にない貴重な経験になるし、アイデアの発想法を学べたり志の高い仲間と出会えたりするだけでなく、最後

までやりきることで人としても成長できる機会になると思います。 

■EDGE＋R プログラムは上昇志向のある人にとっては大きなインプレッションを受ける良い機会だと思いま

す。向き不向きはあるかもしれませんが「盲目的な行動力」という私が最後に学んだ言葉を信じて是非参加

してみて欲しいと思います。 

■自分自身をすでにこうだと決めつけている人は是非一度このプログラムを受講してほしいです。普段大学生

していたら出会えない人にたくさん出会い、自分の新たな部分を見つけた時とても驚きその時に感じた感情

は忘れられないと思います。 

■新しい出会いを求めている人、自分が持っている今の視点以外で物事を見たい人は絶対に参加してください。

自分が主体的であれば、必ず良いものになると思います。 

■自身の創造力の無さを痛感することもいい経験になると思います。一回生のうちから参加することをお

勧めします。 

 

【起業例】 
・一般社団法人インパクトラボ 

設立 2019年 5月 22日/地域活性化サポート事業ほか 

・株式会社 COMARS 

設立 2019年 5月 31日/映像・音楽等を使用したデジタルコンテンツの制作等 

         ・株式会社 ゆずプラス 

      設立 2022年 6月/メタバースのソリューション・コンテンツ制作等 

         ・株式会社 SHUMICOLOR 

設立 2023年 1月 6日/アイシングクッキーのオーダーメイド売買プラットフォーム運営事業 

 ※その他起業例複数有 

 

【問い合わせ先】 
立命館大学 EDGE+R プログラム運営事務局 

（全学教育課 OIC A 棟 1 階 AN事務室）担当者：上野・小塩 

Tel：072-665-2195 

e-mail：r-edge@st.ritsumei.ac.jp 

HP：http://www.ritsumei.ac.jp/ru_gr/edge/ 

 

mailto:r-edge@st.ritsumei.ac.jp
http://www.ritsumei.ac.jp/ru_gr/edge/


2026年度 EDGE+R プログラムレギュラーコース応募フォーム 

～質問内容～ 

Q1学歴  
Q2英語力   

（例．TOEIC スコア、留学経験、渡航経験など／本コースでは英語力は必須ではありません） 

Q3プログラムにおけるイベント参加について  
（参加できるものにチェックしてください） 

 ※日程は変更になる可能性もあります 

※プログラムの活動内容は、このイベント日だけではありません 

⑴前期オリエンテーション・デザイン思考ワークショップ 5月 10日（日） 
⑵トランジション・技術研究シーズワークショップ 6月 7日（日）  
⑶システムデザインワークショップ 7月 19日（日） 
⑷デザイン思考フィールドワーク 7月 27日（月）～28日（火）1泊 2日予定 

Q4イベントに参加できないやむを得ない理由  
※参加できないイベント名と理由も記載してください 

Q5 2026年度活動期間（５月～12月）中の学外活動予定  
（インターンシップなど中長期の予定があれば記載） 

Q6自己アピール・応募の動機  
（各 600 文字以内で記載）  

（１）自己紹介 

（２）本プログラムに興味を持った理由・応募動機 

（３）自分が「実現したい、解決したい、あるいは提供したいと思っているモノ・コト・サービスや 

価値」について、記載してください 

（４）なぜ（３）に興味を持ちましたか 

（５）（３）を実現するために何が必要だと思いますか 

（６）あなたは EDGE+Rプログラムでのチーム活動において、どのように貢献できると考えていますか 

Q7 自己アピール動画の URL 
  ※「➀自己紹介、本プログラムに興味を持った理由・応募動機」 

「②EDGE+Rプログラムでのチーム活動において、どのように貢献できると考えているか」 

1 分間以内で動画を作成し、動画の URL をこちらに記載してください。 

動画のない方は選考対象外となりますのでお気を付けください。 

以上 
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マニュアル 

はじめに 共有までの流れ  

■動画ファイルを⾃⾝の へアップロードし、 リンクを共有、申請フォームへ貼り付ける■ 

 
 

１． へ動画ファイルをアップロードする 

画⾯説明 操作説明 
⽴命館 サポート 

→ をクリックする 
 
下記 でも可 
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画⾯左端のアプリ⼀覧から
を選択します 

 

画⾯上部にある「アップロード」をクリ
ックし、「ファイル」を選択します 

のフォルダからアップロードしたい
ファイルを選択し、「開く」をクリックし
ます 
 
以上で へのファイルのアップ
ロードは完了です。 
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２． に格納したファイルのリンク を取得する 

アプリ版 でもファイルのアップロードは可能ですが、リンクの共有はブラウザ版でのみ可能です。 

 

 アップロード直後の場合、画⾯
右上に「リンクの共有」ボタンが
表⽰されるのでクリックします 

 

 既にアップロード済みのファイ
ルのリンクを取得する場合、共有
したいファイルの「・・・」を選
択し、「共有」をクリックします 
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「リンクの送信」ウィンドウが開
くので、 
「指定したユーザーが編集できま
す」をクリックします 

 

リンクの設定画⾯が開きます 
「リンクを知っている学校法⼈⽴
命館のユーザー」をクリックしま
す 選択できていると、右側に が
⼊ります  
「編集を許可する」の所はチェッ
クを⼊れておきます 
最後に「適⽤」をクリックします 

 

リンクの送信ウィンドウが開きま
す。 
「リンクを知っている学校法⼈⽴
命館のユーザー」が選択されてい
るかを確認し、「リンクのコピー」
をクリックします。 
リンクをコピーしましたというウ
ィンドウが新たに開くので、そこ
に表⽰されている をコピー
します。 
以上でファイルのリンク 取
得作業は完了です。 
この を「 募集申請
フォーム」へ貼り付けてください。 
コピーした物をメモ帳などに張

り付けておくと便利です  
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＊よくあるトラブル＊ 

  リンク先に⾶ぶと、対象ファイルだけでなく、本来公開する予定のないファイルまで公開されてしまって
いた 
→リンク発⾏時に、ターゲットとする領域を誤って設定してしまっている可能性があります 
 
【解決⽅法１】 
本マニュアルのp.  
この時、p.5  の「リンクの共有」ボタンからURLを発⾏してください。 
 
【解決⽅法２】 
対象のファイル(またはフォルダ)の右側にマウスを合わせると  が表⽰されます。 
これをクリックし、表⽰される「リンクの送信」画⾯からURLを発⾏してください。 
(p.6 )  
対象がファイルの場合 

 
 
  発⾏したURLを⽤いてEDGE事務局がアクセスしても、「権限がない」等のエラーメッセージが表⽰され、
ファイルを閲覧することができない場合 
 
→対象ユーザーを選択する際、誤って「既存アクセス権を持つユーザー」を選択してリンクを発⾏してしまっ
ている可能性があります。 

 
【解決⽅法】 
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※リンクの設定画⾯で「リンクを知っている学校法⼈⽴命館のユーザー」を選択して下さい。 
※再発⾏されたリンクのURLに/Documents/が含まれていないことを確認して下さい。 
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